
(-15) 
0 m博書 (- 5) 
I 
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ンボルマーク 

第18回東北総体 

ソフトボール・柔道競技開かれる 

,
 
毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
o
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
o
 

,
 

雨の中堂々と入場行進する本県選手団（上）と、全勝で団体

出場を決めた本県柔道成年女子チーム（左） 

東
北
の
ス
ポ
ー
ッ
の
祭
典
・

第
十
八
回
東
北
総
合
体
育
大
会
 

（ミ
ニ
国
体
）
の
ソ
フ
ト
ボ

ー
 

ル
競
技
が
八
月
三
十
日
か
ら
、
 

ま
た
柔
道
競
技
が
同
三
十
一
日

か
ら
九
月
一
日
ま
で
、
本
市
を

会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
開
会

式
は
、
市
営
球
場
で
行
わ
れ
、
 

東
北
六
県
か
ら
選
手
四
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
 

時
折
り
激
し

い
雨
が
降
る
悪
コ
 

、
ノ
デ
ィシ
ョ
ン
の
た
め
、
競
技

は
三
十

一
日
に
順
延
さ
れ
ま
し

た
。
 

ま
た
、
三
十
一
日
に
は
柔
道

競
技
が
市
民
体
育
館
を
会
場
に

行
わ
れ
、
各
県
代
表
の
選
手
百

二
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

両
競
技
と
も
、
国
体
出
場
を

目
指
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
 

シンボルマーク
広報

毎
日
行
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
コ
と
お
役
に
立
ち
ま
「
。

い
以
北
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

・

第
十
八
凶
東
北
総
合
体
育
大
会

?
こ
一
国
体
)
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
が
八
川
↓二
卜
U
か
ら
、

ま
た
柔
道
競
技
が
同
二
一
卜

一
日

か
ら
九
日

一
円
ま
で
、
本
市
を

会
場
に
附
か
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
閉
会

式
は
、

市
川
日
球
場
で
行
わ
れ
、

以
北
ぃ
ハ
県
か
ら
選
予
阿
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
刊
は
、

時
折
り
激
し
い
崎
が
降
る
悪
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
た
め
、
競
技

は
ミ
卜
↓

日
に
順
延
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、

J
A

卜

-
H
に
は
柔
道

競
技
が
市
民
体
育
館
を
会
場
に

行
わ
れ
、
名
県
代
表
の
選
手
百

一-
卜
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

両
競
伐
と
も
、
団
体
出
場
を

日
指
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

柔道競技聞かれる
第18回東北総体

ソヲトホール • 

雨の中堂々と入場行進する本県選手団(上)と、全勝で団体

出場を決めた本県柔道成年女子チーム (左)

前月比

'}j 23，701.. ， (ー 15) 
!J:. 26，410)'¥ (- 5) 
計 50，111 11 (-20) 
i十 帯 数 16，399 (-13) 

( 7月31日現在 住民基本台帳)

人口と世帯

主器
平成 3年
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三浦 まさ 
99歳 

（金 	」」 

小野 よし 
101歳 

（金 山） 

 

加藤 かよ 
104歳 

（稲 実） 

 

A 

新谷 きよ 
98歳 

（前田野lI) 

o r 
斎藤 まさ 浅川 巽 

97歳 	 98歳 

~ 

中村 とし 斎藤 清吉 
96歳 	 96歳 
柳 町） 	（前田野目） 

泉 つせ 小栗山ふみ 佐藤 茂助 成田 タミ 
95歳 	 95歳 	 95歳 	 96歳 

（金 山） 

いJンf 

今 つな 
97歳 

（飯 詰） 

川浪 きよ 
96歳 

I藻 川） 

石岡 ちよ 下山 ヒサ 福間 たけ 
96歳 	 96歳 	 96歳 

（野 里） 

横嶋 なを 
96歳 

、金 	[II) 

／
 
市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
老
人
ク
ラ
プ
連
 

「
 
合
会
が
共
催
す
る
 
第
ニ
＋
ハ
回
市
老
人
福
祉
 

／
 

大
会
 
が
九
月
六
日
、
市
民
体
育
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
「み
ん
な
で
築

こ
う
豊
か
な
老
後
・
社
会
に
活

か
そ
う
知
恵
と
経
験
」
を
ス
ロ
 

ー
ガ
ン
に
、
社
会
に
貢
献
し
て

き
た
お
年
寄
り
達
を
慰
労
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
長
寿
と
健
康

を
祝
う
た
め
に
開
か
れ
て
い
る

も
の
で
、
七
十
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り
約
千
四
百
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
佐
々
木
市
長
の

式
辞
に
続
い
て
、
九
十
五
歳
以

上
の
長
寿
者
二
十
一
人
と
米
寿

を
迎
え
た
五
十
九
人
、
寝
た
き

り
老
人
介
護
者
五
人
、
老
人
ク

ラ
ブ
十
七
人
な
ど
合
わ
せ
て
百

二
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
日
は
県
長
寿
福

祉
祭
で
の
顕
彰
状
な
ど
の
伝
達

も
行
い
ま
し
た
。
 

昼
食
の
後
、
ァ
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
出
席
し
た
お
年

寄
り
達
は
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。
 

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

9
5歳
以
上
の
長
寿
者
 

平成 3 年（1991年）9 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第743号）② 

など102人を表彰 
福 祉 大 会― 

 

佐々木市長から表彰される方々 

 

(第743号)②

/

市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

/

合
会
が
共
催
す
る
「
第
二
+
八
田
市
老
人
福
祉

/

大
会
」
が
九
月
六
日
、

市
民
体
青
館
で
聞
か
れ

/

ま
し
た
。

広報ごしょがわら平成 3年(1991年)9月15日

~怜
~ 祉福

こ
の
大
会
は
、
「
み
ん
な
で
築

こ
う
盟
か
な
老
後

・
社
会
に
活

か
そ
う
知
忠
と
経
験
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
社
会
に
貢
献
し
て

き
た
お
年
寄
り
迷
を
慰
労
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
長
寿
と
健
康

を
祝
う
た
め
に
聞
か
れ
て
い
る

も
の
で
、
ヒ
卜
五
成
以
卜
.の
お

年
寄
り
約
千
間
行
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

大
会
で
は
、
佐
々
木
市
長
の

式
辞
に
続
い
て
、
九
十
五
歳
以

上
の
長
舟
悼
む
二
ト

一
人
と
米
寿

を
迎
え
た
瓦
ト
九
人
、
寝
た
き

り
老
人
介
護
岳
五
人
、
老
人
ク

ラ
ブ
ト
ヒ
人
な
ど
合
わ
せ
て
百

-一
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
県
長
寿
福

祉
祭
で
の
顕
彰
状
な
ど
の
伝
達

も
行
い
ま
し
た
。

昼
食
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
山
府
し
た
お
年

寄
り
速
は
梨
し
い
.
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
β
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。

(

敬
称
略
)

何
歳
以
上
の
長
寿
者

佐々木市長から表彰される方々

など102人を表彰
大

加藤かよ

104歳
( 稲 実)

小 野 よ し
101歳

(金 山)

三浦まさ

99歳
(金山)

~ 
新谷きょ

98歳
(，jij!Jj肝11)

浅川 巽
98歳

(中平井町)

斎藤まさ
97歳

(，_; 沢)

今 つな
97歳

(飯詰)

J 11)良き ょ

96歳
(i議 川)

福 間 た け
96歳

(毘沙門)

下山ヒサ
96歳

(新内~'n

石岡ちょ

96歳
(野'1!_)

績嶋なを
96歳

(金 山)

斎藤清吉
96歳

( i前田里子円)

中村とし

96歳
(相1I ~'T) 

成田タミ

96歳
(山 瀬)

佐藤茂助

95歳
(，j行IJJ里子 11)

小栗山ふみ
95歳

(小曲)

泉 っせ

95歳
(金山)



8
8歳
に
達
し

た
長
寿
者
 

市 老 人 

福士 ちせ 
95歳 

（高 野） 

坂本 み原 
95歳 

（前出里予目） 

永津おしみ 
95歳 

（金 山） 

弱歳以上長寿者 

斉
藤
キ
ッ

（蓮
沼
）
、赤
平
と
も
 

（上
平
井
町
）
、山
川
チ
セ
（
中

平
井
町
）
、小
田
桐
勇
太
郎
、
花

田
セ
ッ
、
益
田
サ
キ
（
以
上
幾

世
森
）
、星
野
長
春
（
若
葉
一
丁

目
）
、大
川
つ
る
、
小
野
ナ
リ
、
 

沢
田
源
造
、
田
中
リ
セ
（
以
上

金
山
）
、新
井
ト
『I
I、
太
田
菖
之

助
（
以
上
唐
笠
柳
）
、石
塚
音
治

郎
（
石
岡
）
、佐
々
木
さ
よ
（吹

畑
）
、島
村
せ
つ
、高
杉
あ
き
（以

上
太
刀
打
）
、笠
原
や
よ
（
松
島

町
七
丁
目
）
、島
村
ソ
ト
（姥
落
）
、
 

成
田
柳
四
郎
、
中
村
キ
サ
（
以

上
広
田
）
、葛
西
ミ
ョ
（
七
ッ館
）
、
 

宮
本
い
ち
（み
ど
り
町
六
丁
目
）
、
 

松
本
フ
ョ
（
新宮
）
、舘
山
福
右

衛
門
（
川
山
）
、斎
藤
慶
三
郎
、
 

柳
原
リ
セ
（
以
上
原
子
）
、福
士

コ
ョ
、
福
士
忠
次
（以
上
高
野
）
、
 

新
谷
伊
太
郎
、
須
藤
モ
ョ
、
安
 
 

田
専
治

（
以上
前
田
野
目
）
、工

藤
チ
カ
（
浅
井
）
、泉
と
み
、
金

丸
う
め
、
成
田
つ
る
（
以
上
神

山
）
、中
川
キ
ェ

（
松野
木
）
、斎

藤
き
は
（
戸
沢
）
、岡
田
ソ
ト
、
 

櫛
引
か
よ
、
今
ト
ス
、
中
谷
賢

造
、
乳
井
ミ
ョ
、
潰
舘
友
市
、
 

漬
舘
八
太
郎
、
船
水
や
よ
（
以

上
飯
詰
）
、笠
井
ョ
シ
（下
岩
崎
）
、
 

山
口
定
五
郎
、
山
口
又
一
 
（
以

上
毘
沙
門
）
、須
藤
徳
市
（長
富
）
、
 

葛
西
重
次
郎
、
神
ヤ
サ
、
畑
山

く
に
、
渡
過
民
次
郎
、
渡
透
ま

つ
（以
上
藻
川
）
、青
山
オ
ス
ョ
、
 

小
野
ぼ
す
、
小
野
サ
ト
、
木
村

ァ
子
（
以
ヒ
高
瀬
）
 

寝
た
き
り
老
人
 

介
護
者
 

対
馬
み
ね
（
米
田
）
、坂
本
育
造
 

（田
町
）
、小
田
桐
あ
き
み
（
元
 

,
 

町
）
、秋
田
と
し
束
（
ヒ
ノ
館
）
、
 

越
谷
栄
蔵
（
広
田
）
 

老
人
ク
ラ
ブ
 

表
彰
 

前
田
つ
な
（
前
市
老
連
婦
人
部

長
）
、鰐
田
と
志
（旭
町
旭
老
会
）
、
 

山
内
き
柔
（
下
平
井
町
第
一
高

砂
会
）
、小
田
桐
ィ
マ
（
同
第
一
一

高
砂
会
）
、佐
野
駒
三
郎
（
幾
島

町
幾
朗
会
）
、新
谷
良
吉
（
前
田

野
目
第
二
長
寿
会
）
、岡
田
多
次

郎
（
桜
田
寿
生
会
）
、山
田
武
雄
 

（稲
実
寿
会
）
、福
士
豊
三
（梅

田
老
睦
会
）
、長
尾
勝
治

（
上鶴

ケ
岡
鶴
寿
会
）
、平
山
政
雄
（
飯

詰
大
坊
会
）
、山
口
賢
吉
（
同
明

生
会
）
、松
野
辰
巳

（神
山
高
砂

会
）
、山
本
善
次
（若
葉
新
生
会
）
、
 

山
上
浅
太
郎
（布
屋
町
長
寿
会
）
、
 

松
沢
菖
治
郎
（
川
山
福
寿
会
）
、
 

木
村
平
内
（
田
園
町
和
好
会
）
 

県
長
寿
福
祉
祭
 

表
彰
 

（伝
達
）
 

伽
歳
以
上

の
長
寿
者
 

加
藤
か
よ
（
稲
実
）
、小
野
よ
し
 

（
金山
）
 

8
8歳
以
上

の
長
寿
夫
婦

浅
川
巽
・
ヒ
サ
（
中平
井
町
）
、
 
 小

笠
原
謙
吉
・
イ
マ
（
前
田
野

日
）
 

9
0歳
に
達
し

た
長
寿
者
 

笹
田
ハ
ル
（幾
世
森
）
、鈴
木
ト

シ

（本
町
）
、三
上
貞
（布
屋
町
）
、
 

池
永
ッ
ル
ヲ
（
弥
生
町
）
、田
中

久
七
（下
平
井
町
）
、青
山
サ
ョ
、
 

佐
藤
吉
右
衛
門
、吉
崎
ト
ョ
（以

上
湊
）
、外
崎
キ
ミ
（
長
橋
）
、石

谷
ッ
セ
、
古
川
ト
メ
（
以
上
沖

飯
詰
）
、渋
谷
イ
ョ
、松
本
ナ
ョ
、
 

木
村
こ
ま
、
松
本
ソ
ョ
（
以
ト

金
山
）
、対
馬
さ
と
（
米
田
）
、寺

田
市
太
郎
（
石
岡
）
、伊
藤
ソ
ト
 

（原
子
）
、渋
谷
た
き
、
 一
戸
マ

サ

（以
上
前
田
野
目
）
、石
岡
サ

ナ
（
野
里
）
、長
内
き
ん

（松
野

木
）
、斎
藤
多
三
郎
（
戸
沢
）
、其

田
サ
キ
（
長
富
）
、沼
宮
内
ハ
ル
 

（飯
詰
）
、高
橋
ナ
ッ

（藻
川
）
、
 

小
林
と
み
（
羽
野
木
沢
）
 

老
人
福
祉
関
係
 

土
岐
誠
 

一
梅
田
米寿
会
）
、木

村
与
四
郎
（
高
瀬
高
寿
会
）
、工

藤
磯
次
（
福
山
第
二
長
生
会
）
 

在
宅
ね
た
き
竺
局
齢
者
介
護

笠
井
ト
ミ
ェ

（
桜田
）
 

（第743号） ③平成 3 年（1991年）9 月15日 	 広報ごしょがわら 

長生きのひけつは・・・ 
今回、95歳以上で表彰された方21人の 「長

生きのひけつ」 は 

最も多いのが 「何んでも食べる」 が 7 人、 

次いで 「くよくよしない」 が 6 人、「よく働く

こと」 と 「早寝早起き」 が各 2 人、「三食きち

んと食べる」「毎日の晩酌」「毎日の散歩」「食べ

ものに気をつける」 が

各 1人ず、つでした。 

(第743号)

95歳以上長寿者

広報ζ しょがわら

人老市

③ 平成 3年(1991年)9月15日

福士ちせ
95歳

(高里子)

坂本みゑ

95歳
(前llJ里子fl)

永津 おし み

95歳
(金山)

ωω
歳
に
達
し
た
長
寿
者

山
寺
泊

(以
上
前
山
肝
什
)、
工

藤
チ
カ
(
浅
介
)、
泉
と
み
、
金

九
う
め
、
成
出

つ
る
(
以
L
L
村

山
)、
中
川
キ
ヱ
(
松
肝
木
)、
競

雌
き
は

(戸
川
)、
阿
川
ソ
卜
、

楠
引
か
よ
、
今
ト
ス
、
小
谷
町

造
、
乳
介
ミ
ヨ
、
治
舘
友
市
、

泊
舘
八
太
郎
、
船
木
や
よ

(
以

上
飯
訪
問
)、
笠
井
ヨ
シ
(
下
岩
崎
)、

山
口
定
五
郎
、
山
口

X
一
(
以

k
民
沙
門
)、
須
藤
徳
市
(長
富
)、

お
阿
重
次
郎
、
神
ヤ
サ
、
畑
山

く
に
、
波
法
民
次
郎
、
渡
溢
ま

つ
(以
L
L
越
川
)
、
占
山
オ
ス
ヨ
、

小
野
ぽ
す
、
小
肝
サ
ト
、
木
村

ァ，
r
(以
上
九
瀬
)

斉
藤
キ
ツ

(鍾
沼
)
、
赤
手
と
も

(上
市
「
井
町
)、
山
川
チ
セ

(中

市
「
井
町
)、
小
川
桐
勇
太
郎
、
花

川
セ
ッ
、
必
旧
サ
キ

(以
k
幾

世
森
)、
星
野
長
春

(印有葉

Ar

日
)
、
大
川
つ
る
、
小
野
ナ
リ
、

沢
町
源
造
、
川
中
リ
セ

(以
k

金
山
)
、
新
仲
介
ト
ミ
¥
太
山
崎
之

助

(以
上
唐
笠
柳
)、
石
塚
音
治

郎

(石
岡
)
、
佐
々
木
さ
よ

(吹

畑
)、品
村
せ

っ
、
尚
杉
あ
き
(以

t
太
万
打
)
、
笠
原
や
よ
(
松
島

町
ヒ
ド
日
)、
品
村
ソ
卜
(
姥
治
)、

成
田
柳
問
郎
、
中
村
キ
サ
(
以

上
広
田
)、
葛
西
ミ
ヨ
(ヒ
ッ
館
)
、

宮
本
い
ち
(み
ど
り
町
六
「
白
)、

松
本
フ
ヨ

(新
宮
)
、
舘
山
福
右

衛
門

(川
山
)、
斎
藤
慶
三
郎、

柳
原
リ
セ

(以
上
原
子
)
、
福
士

コ
ヨ
、
福
士
忠
次
(以
上
布
野
)、

新
谷
伊
太
郎
、
須
藤
モ
ヨ
、
安

寝
た
き
り
老
人

介
護
者

対
馬
み
ね

(米
間
)、
坂
本
育
造

(山
町
)、
小
川
桐
あ
き
み

(元

町
)、
秋
田
と
し
ゑ

(仁
ツ
館
)、

越
谷
栄
蔵

(広
間
)

老
人
ク
ラ
ブ表

彰

前
田

つ
な

(前
市
老
連
財
人
部

長
)
、
鰐
凹
と
志
(旭
町
地
老
会
)、

山
内
き
ゑ

(下
平
井
町
第

一
刈

砂
会
)、
小
田
桐
イ
マ

(同
第

4

・

尚
砂
会
)、
佐
肝
駒
三
郎

(幾
山

町
幾
朗
会
)
、
新
(
〈
川良
吉

(前
川

肝
日
第
三
長
寿
会
)
、
阿
川
多
次

郎

「桜
山
寿
生
会
)、
山
川
氏
縦

(稲
実
寿
会
)
、
福
と
登
:4
(悔

川
右
睦
会
)
、
長
山
崎
勝
治

(しし鶴

ヶ
岡
鶴
寿
会
)
、

Jr
山
政
縦

(飯

詰
大
防
会
)、
山
川
賢
吉

(同
明

生
会
)、
松
肝
民
じ

(神
山
一
日
川
砂

会
)、
山
本
祥
次
(印
有
柴
新
作仁会
)、

山
上
浅
太
郎
(布
屈
町
長
舟
会
)、

松
沢
市
尚
治
郎

(川
山
福
寿
会
)、

木
村
J
T
内

(出
園
町
利
川
町
会
)

県
長
寿
福
祉
祭

表
彰

(伝
達
)

m歳
以
上
の
長
寿
者

加
雌
か
よ

(稲
実
)
、
小
野
よ
し

(令
山
)

邸
歳
以
上
の
長
寿
夫
婦

浅
川
巽

・
ヒ
サ

(中
平
井
町
)、

小
笠
原
謙
吉

・
イ
マ
(
前
川
肝

卯
歳
に
達
し
た
長
寿
者

笹
川

ハ
ル

(幾
世
森
)、
鈴
木
ト

シ

(
本
町
)、
三
K
貞
(布
屋
町
)、

池
永
ツ
ル
ヲ
(
弥
生
町
)、
川
小

久
仁
(ド
平
井
町
)、
占
山
サ
ヨ
、

佐
藤
吉
れ
衛
門
、
ど
口
崎
ト
ヨ
(以

'に
一
段
)
、
外
崎
キ
ミ

(長
崎
)
、
七

(
介
ツ
七
、
内
川
ト
メ

(以
卜
ぃ
沖

飯山一同
)、
渋
行
イ
ヨ
、
松
本
ナ
ヨ
、

木
村
こ
ま
、
松
本
ソ
ヨ

(以卜ぃ

金
山
)、
対
応
さ
と

(
米
川
可
浮

川
市
太
郎

(行
問
可
伊
雌
ソ
ト

長生きのひけつは…
今 1111、 95歳以 1:で友彰された );21人 の ij乏

生きのひけ つ 」は......。

Ikiーも多いのが if"Jんでも食べる」が 7人、

次いで「くよ くよ しなしりが 6人、「よく 他』 く

こと」と「早寝 lf!起き」が各 2人、 「三食 き ち

ん と食べ るJi毎日の晩酌Ji毎日 の 散歩Ji食 べ

ものに気を つ ける」が

各 1人ずつで した。

(原
子
)、
渋
谷
た
き
、
e

-

ド
マ

サ

(以
'
に
前
川
野
川
)、
石
附
サ

ナ

(肝叩上
)、
長
内
き
ん

(松
肝

木
)、
斎
雌
多
7

一一郎

(〆
沢
)、
K

山
サ
キ

(長
宮
)、
出
宮
内
ハ
ル

(飯山川
)、
高
橋
ナ
ツ
(
…品川
)、

小
林
と
み

(羽
肝
木
沢
)

老
人
福
祉
関
係

上
岐
誠

a

(

梅
川
米
寿
会
)、
木

村
与
問
郎

(一
日
川
瀬
山
寿
会
)、
工

雌
磯
次

(福
山
第
三
日
民
乍
会
)

在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
介
護

笠
井
ト
ミ
エ
(
桜
川
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ご
寄
付

あ
り
が

と
、
つ
ご
ざ

い
ま
す
 

⑥
社
会

福
祉
へ
 

斉
藤
勇
悦

氏
ー
チ
ャ

リ
テ
ィ
第
一
回
カ
ラ
ォ

ケ
選

手
権

大
会
の
収
益

金
ニ
万

円
 

五
所

川
原
地

区
更

生
保
護

婦
人

会
ー

創
立
」
干

周
年
記
念
賛
助
金

＋
万
円
 

〇
教
育
振
興
会
へ
 

嶋
谷
敏

氏
ー
嶋
谷
税

務
会
計

事
務
所
創

立
十

ニ
年
を

記
念
し

て
＋
五
万
円
 

0今後の地域集会の日程 

生活に密着した要望が出された地域集会 

曜日 時 間 対象地区 開催場所 

9
  

金
  

10: 00--- 梅沢地区 梅沢コ ミセン 

27 
13 : 30-- 七和地区 コ ミセン七和 

コ。
 
 

木
  

10 : 00- 小曲地区 農村婦人の家 

13 : 30-- 五所川原幽 しきしまコミセン 

10 

4
  

金
  

10 : 00- 栄 地 区 コ ミ セ ン 栄 

13 : 30- 五所川原圃 富士見コミセン 

 

生
涯

」
子
習
の
」息
義
を
探

求
 

県
公

民
館
大

会
 

 

   

‘
の
なた

の
士円
を
市
政
に

反
映
 

ー

2
1世
紀

五
所
川
原
市

民
会
議
地
域

集
会
ー
 

青
森
県
公
民
館
連
絡
協
議
会
 

（児
玉
恵
吾
会
長
）
主催
の
嘱

三
十
二
回
県
公
民
館
大
会
」
が

八
月
二
十
六
、二
十
七
の
両
日
、
 

市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
公

民
館
活
動
の
在
り
方
や
将
来
の

展
望
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま

し
た
。
 

同
大
会
は
、
変
革
の
時
代
に

伴
い
、
公
民
館
の
果
た
す
役
割

も
年
々
変
化
し
て
い
る
こ
と
を

受
け
、
生
涯
学
習
体
制
を
確
立
 
 

す
る
た
め
、
公
民
館
の
将
来
的

展
望
に
つ
い
て
研
修
す
る
た
め

毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、
今

年
は
西
北
五
公
民
館
連
絡
協
議

会

（斉
藤
忠
男
会
長
）
が
主
管

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

開
会
式
に
は
、
県
内
各
市
町

村
の
公
民
館
関
係
者
約
四
百
五

十
人
が
参
加
。
は
じ
め
に
児
玉

会
長
が
「変
革
の
時
代
を
迎
え
、
 

地
域
住
民
の
価
値
観
や
考
え
方

が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
 
 

る
の
に
伴
い
、
地
域
生
涯
学
習

の
場
と
し
て
の
中
核
施
設
で
あ

る
公
民
館
に
お
け
る
生
涯
学
習

体
制
の
整
備
は
、
今
日
的
課
題

と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
 
と
あ
いさ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
平
成
三
年
度
県
公

民
館
優
良
職
員
十
九
人
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
県
知
事
（代
理
）
、
 

県
議
会
議
長
（
代
理
）
が
祝
辞

を
、
小
山
内
助
役
が
歓
迎
の
こ

と
ば
を
述
べ
た
後
、
県
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
の
田
端
義
宏

常
任
委
員
が
 
「生
涯
学
習
と
公

民
館
と
か
か
わ
り
」
と
題
し
記

合
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
 

大
会
二
日
目
は
全
体
集
会
を

開
き
、
柴
田
一
喜
岩
崎
村
企
画

室
係
長
、
N
H
K文
化
セ
ン
タ
 

ー
講
師
の
大
篠
和
雄
氏
、
冨
田

得
治
鯵
ケ
沢
町
社
会
教
育
委
員

長
の
三
人
の
活
動
報
告
が
あ
り
、
 

そ
の
内
容
と
成
果
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
大
会
決
議
を
採
択

し
て
大
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。
 

二
十
一
世
紀
五
所
川
原
市
民

会
議

（
地域
集
会
）
が
九
月
五

日
e
三
好
地
域
集
会
を
皮
切
り

に
、
十
一
日
ま
で
に
六
か
所
で

開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
誰
に
で
も
誇
れ
る

五
所
川
原
、
い
つ
ま
で
も
愛
さ

れ
る
五
所
川
原
を
つ
く
る
た
め
、
 

市
民
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
反
 
 

映
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
 

初
日
の
三
好
地
域
集
会
に
は
、
 

同
地
区
の
行
政
連
絡
員
を
は
じ

め
地
域
住
民
、
地
元
の
市
議
会

議
員
な
ど
、
市
か
ら
は
佐
々
木

市
長
は
じ
め
関
係
部
課
長
な
ど

合
わ
せ
て
約
百
人
が
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
会
議
に
入
り
、
道
路
や
排
水

路
の
整
備
、
学
校
建
設
な
ど
生

活
に
密
着
し
た
身
近
な
問
題
に

つ
い
て
の
要
望
が
数
多
く
出
さ

れ
、
そ
れ
ら
の
ー
つ
ひ
と
つ
に

市
長
は
じ
め
関
係
職
員
が
市
の

対
応
を
示
し
ま
し
た
。
 

公民館の将来像を語り合った県公民館大会 

【
 

(第743号)④

恒川
森
県
公
民
館
連
絡
協
議
会

(児
玉
恵
吾
会
長
)主
催
の
「第

三
卜
二
田
県
公
民
館
大
会
」
が

八
月
二
卜
六
、

二
十
じ
の
両
日
、

市
中
央
公
民
館
で
聞
か
れ
、
公

民
館
活
動
の
在
り
方
や
将
来
の

展
望
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま

し
た
。同

大
会
は
、
変
市
の
時
代
に

伴
い
、
公
民
館
の
果
た
す
役
別

も
年
々
変
化
し
て
い
る
こ
と
を

受
け
、
生
涯
学
問
体
制
を
確
'U

生
涯
学
習
の
意
義
を
探
求

ー
県

公

民

館

大

会

|
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す
る
た
め
、
公
民
館
の
将
米
的

展
望
に

つ
い
て
研
修
す
る
た
め

毎
年
聞
い
て
い
る
も
の
で
、
今

年
は
西
北
丘
公
民
館
述
絡
協
議

会

(斉
藤
忠
男
会
長
)
が
主
管

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
に
は
、
県
内
各
市
町

村
の
公
民
館
関
係
者
約
四
青
瓦

卜
人
が
参
加
。
は
じ
め
に
児
玉

会
長
が
「
変
革
の
時
代
を
迎
え
、

地
域
住
民
の
価
値
観
や
考
え
方

が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い公民館の将来像を語り合った県公民館大会

る
の
に
伴
い
、
地
域
生
涯
学
胃

の
助
と
し
て
の
中
核
施
設
で
あ

る
公
民
館
に
お
け
る
生
涯
学
習

体
制
の
整
備
は
、
今
日
的
課
題

と
し
で
積
極
的
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
平
成
三
年
度
県
公

民
館
優
良
職
口
十
九
人
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
県
知
事
(代
理
)
、

県
議
会
議
長

(代
理
)
が
祝
辞

を
、
小
山
内
助
役
が
歓
迎
の
こ

と
ば
を
述
べ
た
後
、
県
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
の
田
端
義
宏

常
任
委
員
が
「
生
涯
学
宵
と
公

民
館
と
か
か
わ
り
」
と
題
し
記

念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

大
会
二
日
目
は
全
体
集
会
を

聞
き
、
柴
旧

一
喜
岩
崎
村
企
同

室
係
長
、

N
H
K
文
化
セ
ン
タ

ー
講
師
の
大
候
和
雄
氏
、

一日山山山

得
治
鯵
ケ
沢
町
社
会
教
育
委
員

長
の
三
人
の
活
動
報
告
が
あ
り
、

そ
の
内
容
と
成
果
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
大
会
決
議
を
採
択

し
て
大
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
反
映

ー
幻
世
紀
五
所
川
原
市
民
会
議
地
域
集
会
|

一一
卜

一
世
紀
五
所
川
原
市
民

会
議

(地
域
集
会
)
が
九
月
五

日
の
三
好
地
域
集
会
を
皮
切
り

に
、
ト

一
日
ま
で
に
六
か
所
で

聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
誰
に
で
も
誇
れ
る

五
所
川
原
、
い
つ
ま
で
も
愛
さ

れ
る
五
所
川
原
を
つ
く
る
た
め
、

市
民
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
反

映
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

初
円
の
三
好
地
域
集
会
に
は
、

同
地
区
の
行
政
連
特
以
を
は
じ

め
地
域
住
民
、
地
元
の
市
議
会

議
員
な
ど
、
市
か
ら
は
佐
々
木

市
長
は
じ
め
関
係
部
謀
長
な
ど

合
わ
せ
て
約
百
人
が
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
会
議
に
入
り
、
道
路
や
排
水

路
の
整
備
、
学
校
建
設
な
ど
生

活
に
密
着
し
た
身
近
な
問
題
に

つ
い
て
の
婆
望
が
数
多
く
出
さ

れ
、
そ
れ
ら
の

一
つ
ひ
と
つ
に

市
長
は
じ
め
関
係
職

μが
市
の

対
応
を
示
し
ま
し
た
。

。今後の地域集会の日程

Jl 11 眼目 /I ;~ rm 対象I也氏 1m f世JLj所

10: 00- 侮 沢 地医 締沢 コミ セ ン

9 I 27 金

13 : 30- ヒ利地区 コミ セ ン七利

10: 00- 小曲地区 n村知}人 の 家

3 木

13: 30- 五所川原(1t) しきし まコミ セン

10 

10 : 00- 栄地 I.K コミ セ ン 栄

4 金

13: 30- fip(rJ 11 1.京(1削 富士見コミ セン

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

O
社
会
福
祉
へ

斉
藤
勇
悦
氏

1
チ
ャ
リ
テ
ィ
第
一
回
カ
ラ
オ
ケ
選
手
権
大
会
の
収
益
金
二
万
円

五
所
川
原
地
区
更
生
保
護
婦
人
会

1
創
立
三
十
周
年
記
念
賛
助
金
十
万
円

。
教
育
振
興
会
ヘ

嶋
火
口
敏
氏

1
嶋
(
〈
口
税
務
会
計
事
務
所
創
立
十
二
年
を
記
念
し
て
十
五
万
円



式辞をのべる斎藤会長 

五所川原地区更生保護婦人会 

創立30周年記念大会 

⑤平成3年（1991年）9月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第743号） 

器散歩 
市内の公園・文化碑

史跡等を紹介してい

きます 

④旧平山家（国指定重要文イヒ目オ） 

旧
平
山
家
は
、
廃
藩
当
時
は
大
庄

屋
で
あ
っ
た
0
 

当
津
軽
地
方
の
、
上
層
農
民
の
住

居
と
し
て
、
最
も
古
く
、
し
か
も
、
 

そ
の
原
形
を
、
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
五
＋
三
年

一
月
、
国
指
定
の
重
要
文
化
財
と
し

て
指
定
を
受
け
、
大
事
に
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
見
学
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
の
四
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

「ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く

明
る
い
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
九

月
五
日
、
五
所
川
原
市
中
央
公

民
館
に
於
て
、
会
員
約
二
百
人

の
出
席
に
よ
り
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
 

更
生
保
護
婦
人
会
の
事
業
は

何
等
か
に
よ
り
罪
を
犯
し
た
少

年
に
、
母
と
し
て
、
婦
人
と
し

て
、
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
、
社

会
の
中
で
立
派
に
生
き
て
行
け

る
よ
う
、手
助
け
を
す
る
、
愛

の
奉
仕
者
団
体
です
。
 

こ
の
日
は
、
斎
藤
千
恵
子
会

長
の
 
「今は
、
物
の
豊
か
さ
だ
 
 

け
が
目
立
ち
、心
の
豊
か
さ
が

失
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
環
境
の
中
で
、不
幸
に

し
て
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
少

年
達
が
、
社
会
の
中
で
、立
派

に
生
き
て
い
く
た
め
には
、
地

域
の
連
帯
意
識
が
大
事
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
、
い
つ
く
し
み

の
心
を
も
っ
て
、
少
年
達
を
見

守
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
」
と
、
 

心
あ
た
た
ま
る
あ
い
さ
つ
の
後

記
念
講
演
等
が
あ
り
、
会
員
一

同
、
更
な
る
奉仕
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。
 

(第743号)広報ごしょがわら⑤ 平成 3年(1991年)9月15日

五所川原地区更生保護婦人会

創立30周年記念大会

「
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く

明
る
い
社
会
」
を
テ
l
マ
に
九

月
五
日
、
丘
所
川
原
市
中
央
公

民
館
に
於
で
、
会
ハ
M
約
二
百
人

の
出
町
に
よ
り
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

吏
生
保
護
財
人
会
の
恨
業
は

何
等
か
に
よ
り
罪
を
犯
し
た
少

年
に
、
母
と
し
て
、

財
人
と
し

て
、
愛
の
予
を
さ
し
の
べ

、
社

会
の
中
で
立
派
に
生
き
て
行
け

る
よ
う
、
手
助
け
を
す
る
、
愛

の
奉
仕
者
団
体
で
す
。

こ
の
口
は
、
斎
藤
千
忠
チ
会

長
の
「
今
は
、
物
の
豊
か
さ
だ

式辞をのベる斎藤会長

け
が
目
立
ち
、
心
の
閥
単
か
さ
が

失
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
環
境
の
中
で
、
不
幸
に

し
て
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
少

年
連
が
、
社
会
の
中
で
、
立
派

に
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
の
連
帯
芯
識
が
大
事
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
い
つ
く
し
み

の
心
を
も
っ
て
、
少
年
連
を
見

守
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
」
と
、

心
あ
た
た
ま
る
あ
い
さ
つ
の
後

記
念
講
演
等
が
あ
り
、
会
員

一

同
、
更
な
る
奉
仕
を
筈
い
合
い

ま
し
た
。

市内の公園 ・文化碑
史跡等を紹介してい

きます

④ 旧平山家(国指定重要文化財)

散歩
史跡

公園

旧
平
山
家
は
、
廃
藩
当
時
は
大
庄

屋
で
あ

っ
た
。

当
津
軽
地
方
の
、
上
層
農
民
の
住

居
と
し
て
、
最
も
古
く
、
し
か
も
、

そ
の
原
形
を
、
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、

昭
和
五
十
三
年

一
月
、
国
指
定
の
重
要
文
化
財
と
し

て
指
定
を
受
け
、
大
事
に
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
見
学
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
の
四
時
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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戸 
f 

'  
りだく軌, 'Iど 

L二~ 

棄
し＜
遊
べ
る
 

旬
つ？・
g
 

!
F
 

（埋
火
よ
り
）
 

高
校
三
年
生
の
彼
は
、

も
う
一
十
分
ち
か

く
も
電
話
ボ
ッ

ク
ス
の
前
に
、
寒
風
に
吹
か
れ
て
待
っ
て
い
た
。
中
 

年
の
女
性
が
、
長
々
と
話
し
て
い
る
。
 

彼
は
ジ

リ
ジ
リ
し
て
、
次
第
に
怒
り
が
高
ま
り
、
怒
鳴
る
言
葉
を
さ
え
考
え
始
め
て
い

た
。
 

漸
く
、
受
話
器
を
置
く
姿
を
見
て
、
彼
は
身
構
え
た
。
戸
が
開
い
た
。
途
端
に
、
 

「ご
め
ん
な
さ
い
。
す
み
ま
せ
ん
。
」
と
い
う
言
葉
が
、
深
い
響
を
も
っ
て
、
相
手
の
ロ
か
ら
出
て
き
た
。
 そ
の
 

瞬
間
、
彼
の
口
か

ら
は
、
全
く
予
期
も
し
な
か
っ
た
言
葉
が
出
て
き
た
。
 

「
い
い
え
、

い
い
ん
で
す
よ
。」
 

怒
鳴
る
筈
だ
っ

た
の
に
。
 

「ご
め
ん
な
さ
い
。」
も
う
一
度
、
頭
を
下
げ
て
、
女
性
は
去
っ
て
い
っ
た
。
 

彼
は
、
 
一
口
論
す
る
つ
も
り
で

い
た
の
に
、
今
は
そ
の
怒
り
の
心
を

持
っ
た
こ
と
さ
え
悔
い
て
い

た
。
「何
か
あ
 

の
人
に
は
、
深
い
訳
が
あ
っ
た
の
に
違
い
な
い
」
 
と
も思
え
て
き

た
。
 

「ご
め
ん
な
さ
い
」
 
と
いう
一
言
が
、
ど
う
し
て
彼
の
心
を

こ
れ
程
に
変
え

て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

も
し
 

口
論
に
な
っ
た
と
す
る
。
女
性
は
、
長
電
話
の
事
情
を
説

明
す
る
、
そ
れ
が
、
仮
り
に
高

校
生
に
解
っ
た
と
し
て
 

も
、

ニ
ッ
コ
リ
ほ
ほ
え
ん
で
別
れ
る
ほ
ど

の
気
持
に
な
る
に
は
、
三
十
分
や
そ
れ
以
上
は
か
か

る
に
違
い
な
い
。
 

鬼
の
心
が
、
た
っ
た
一
言
で
、

沸
の
心
に

変
っ
た
。
日
常
の
一
言
々
々
が
、
も
し
そ
う
で
あ
っ
た
ら
、
も
っ
と
 

心
豊
か
な
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 

た
っ

た

一
言
が
 

ちょっと いい おはなし 

パ
ー
ト
収
入
は
、
給
与
所

得
と
な
り
ま
す
が
、
 一
年
間

の
収
入
が
一
〇
〇
万
円
以
下

で
す
と
、
給
与
所
得
控
除
額
 

（最
低
六
五
万
円
）
を差
し
引

い
た
残
額
が
基
礎
控
除
（
一二

五
万
円
）
以
下
と
な
り
ま
す

の
で
、
所
得
税
は
か
か
り
ま

せ
ん
し
、
配
偶
者
控
除
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

平成 3 年（1991年）9 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第743号）⑥ 

戦傷病者等の妻の皆様ノ＼ 

次に該当する戦傷病者等の妻に、特別給付金

が支給されます。 

(1） 昭和58年 4 月 2 日」こよ降に、戦傷病者等と婚

姻した妻、又は同日以降に爾後重症により、 

第五款症以上の戦傷病者等となったものの妻

であって、平成 3 年 4 月1日において、戦傷

病者等である夫が、第五款症以上の増加恩給

等を受けていた方。 

（額面15万円〔軽症者半額〕、 5 年償還の国債） 

(2） これまでに一定の特別給付金受給権を取得

した妻であって、昭和58年 4 月 1 日から、昭

和61年 9 月30日までの間に、戦傷病者等であ 

r る夫が戦争公務による戦病以外の原因により

死亡した方。 

（額面 5 万円、 5 年償還の国債） 

レ間い合せ 県障害福祖二課h0177-22-1111内線 

2296番又は、市役所市民課（内線262番） 

mてTllll  C工玉工工」」」I亘，奪」‘- 

子供達の行動に 

関心を持っていますか 

9Hは家出少年発兄保護活動及び福祉犯取締

り強化月間です。 

夏休みの間に、子供たちの心は どのように

変っているのでしょうか。 

少年たちの家出の原因としては、夏休みの不

規則生活、遊びぐせ、学校嫌いなどが挙げられ

ています。 家出した 9 ノ、、に 1人は非行に走り、 

29人に 1人は、犯罪の被害者になっているのて各

す。 有害な業務につかされたりする、少年の福

祉を害する被害などから、子どもを守るには、 

ふだんから、子供の生活に関心を持つことが大

切です。 

生活の変化を見過がさずに 

服装、習慣、言葉等、前兆を見過ごさないよ

う、又、何か困ったことや、悩みごとがありま

したら、親でも、子一供で’も、「ヤングテレホンコ 

ーナー」 へ相談してみましょう。 

ふれ合いを大事に、新学期に向って、みんな

で、 がんばりましょう。 

ヤングテレホンは青森廿0177-76-7676 

弘前h01 72-35-7676 

(第743号)@

戦傷病者等の妻の皆様ヘ
子供達の行動に

関心を持っていますか

広報こしょがわら平成 3年(1991年)9月15日

9 }-Jは家o'J'，少年発見保護活動及び福祉犯取締

りd立iイヒ}]11i]て日す。

夏休みの/I:Jに、 子供たちの心は、

変っているのでしょうか。

|ふえ ている福祉犯被害 |

少年たちの家出の原肉としては、夏休みの不

則lJIJ生活、遊びぐせ、学校主張L、などが挙げられ

て い ま す。 家出した 9人に 1人は非行に必り、

29人に 1人は、犯罪の被答弁になっているので

す。 行 方:な業務につかされたりする、少年の福

祉 を古する被害などから、 Iこどもを守るには、

ふだんから 、子供の 生 活 に 関 心 を 持 つ こ と が 大

切 てネi-。

|生 活 の 変 化 を 見 過 が さ ず に |

服装、開問、コ身主TVF、前兆 を 兄 過 ご さ な い よ

う、 X、fJlJか|村 っ た こ と や 、 悩 み ご と が あ り ま

したら、，悦でも、 子供でも、「ヤングテレホンコ

ーナー」へ相談してみ ましょう 。

ふ れ 合 い を 火事に、新学則に向って、

て¥カずんlまりましょう 。

ヤ ング テレ ホン は育 森ft0177-76-7676

弘前ftOl72-35-7676

どのように

特三月Ij車合イ寸~次に該当する戦傷病省手の実に、

が支給されます。

(1) 昭和58年 4月 2日以降に、戦傷病省等と婚

姻した安、又は同日以降に爾後重症により、

第五芸大症以との戦傷病劣等となったものの妥

であって、平成 3年 4Jl 1日において、戦傷

病者手である夫が、第五激症以上の増加恩給

手を受けていた方 。

(額面15万円〔軽症省、|全額〕、 5年償還の図的)

(2) これまでに一 定の特別給付金受給権を取得

した」きであって、1Jf{利58年 4月 1/Jから、昭

和 61年 9月3011までの間に、戦傷病岳写であ

る夫が戦争公務による ij攻病以外の原I左lにより

死亡した方。

(額面 5万 円、 5年償還の国債)

じ〉問い合せ 県障害福祉課ft0177-22-1111内線

2296醤又は、市役所rfi民諜(内線262需)

みんな
パ
ー
ト
収
入
と
税

⑨
 

パ
ー
ト
収
入
は
、
給
与
所

得
と
な
り
ま
す
が
、

一
年
間

の
収
入
が
一

O
O万
円
以
ド

で
す
と
、
給
与
所
得
控
除
額

(最
低
六
五
万
円
)
を
差
し
引

い
た
残
額
が
基
礎
控
除
(
三

五
万
円
)
以
下
と
な
り
ま
す

の
で
、
所
得
税
は
か
か
り
ま

せ
ん
し
、
配
偶
者
控
除
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

』

U
M
校
-二
年
生
の
彼
は
、
も
う
二
卜
分
ち
か
く
も
屯
お
ポ
y
ケ
ス
の
前
に
、
寒
風
に
吹
か
れ
て
待

っ
て

い

た

小

年
の

K
性
が
、
長
々
と
話
し
て
い
る
。

彼
は
ジ
リ
ジ
リ
し
て
、
次
第
に
怒
り
が
↓仙
ま
り
、
怒
鳴
る
一
，
i
H

集
を
さ
え
身
え
始
め
て
い
た
。

漸
く
、
受
漏
出
を
ほ
く
資
を
H

凡
で
、
彼
は
身
出
例
え
た
。
戸
が
聞
い
た
。
途
端
に
、

「
ご
め
ん
な
さ
い
。
す
み
ま
せ
ん
J

と
い
う
一
J
焦
が
、
深
い
響
を
も

っ
て
、
相
子
の
日
か
ら
山山
て
き
た
。
そ
の

瞬
間
、
彼
の
け
か
ら
は
、
全
く
わ
'
則
も
し
な
か

っ
た
ぺ
焦
が
出
で
き
た
。

「
い
い
え
、
い
い
ん
で
す
よ
。」

悠
山
川
る
世
一円
だ
っ
た
の
に
。

「
ご
め
ん
な
さ
い
J

も
〉
一
度
、
一
肌
を

F
け
て
、

'K
性
は
去

っ
て
い

っ
た
。

彼
は
、

-
H
渇
す
る
つ
も
り
で
い
た
の
に
、
今
は
そ
の
悠

η
の
心
を
持

っ
た
こ
と
さ
え
悔
い
て
い
た
。
「
何
か
あ

の
人
に
は
、
深
い
ぷ
が
あ
J

た
の
に
違
い
な
い
」
と
も
川
心
え
て
き
た
。

「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
い
う

.
J
が
、
ど
う
し
て
彼
の
心
を
こ
れ
般
に
変
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
し

日
沿
に
な
っ
た
と
す
る
。
k
性
は
、

H
M
4却
の
事
怖
を
説
明
「
る
、
そ
れ
が
、
仮
り
に
尚
校
生
に
解
っ
た
と
し
て

も、

ニ
y
コ
リ
ほ
ほ
え
ん
で
別
れ
る
ほ
と
の
気
持
に
な
る
に
は
、
一
二
卜
分
や
そ
れ
以
卜
は
か
か
る
に
違
い
な
い
。

山地
の
心
が
、
た

っ
た

-
J
で
、
仰
の
心
に
変
っ
た
。
川
市
の

J
々
々
が
、
も
し
そ
う
で
あ

っ
た
ら
、
も

っ
と

心
豊
か
な
川
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

おはなし1.-'1.-' ちょっと

た
つ

た

ず一口が

(開
火
よ
り
)

…
F
U山

一
日



私
の
風
景
 

 

   

ー
こ
こ
が

好
き
で

す
 
⑧
 

 

岡
 
田
 
晴
 

正
さ
ん
 

（
市
内
飯
詰
字
石
田
一

八
〇
ー
ニ

）
 

「城
跡
展

望
」
 

障
子
を
開
け
た
時
、
視
界
が
 

広
が
る
を
同
時
に
、
翠
光
が
部

屋
一
杯
に
と
び
こ
ん
で
く
る
。
 

何
ん
と
も
言
い
難
い
、
す
が
す

が
し
さ
に
浸
る
。
 

緑
濃
い
木
の
間
か
ら
、
高
楯
 

の
城
跡
が
高
く
そ
び
え
て
い
る
。
 

そ
の
周
囲
が
山
々
に
囲
ま
れ
て

い
る
の
で
、
山
城
の
面
影
は
、
 

ま
こ
と
に
美
し
い
。
四
季
折
々

の
変
化
に
彩
ど
ら
れ
る
城
跡
は
、
 

あ
き
る
こ
と
が
無
い
。
 

特
に
、
霧
の
中
の
城
跡
は
、
 

異
っ
た
趣
が
あ
る
。
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
生
え
て
い
る
老
松
が
、
 

夢
の
よ
う
に
浮
び
、
周
囲
の
山

々
や
楚
珠
山
脈
が
、
時
折
山
影

を
の
ぞ
か
せ
て
、
そ
の
腕
の
中

に
、
す
っ
ぽ
り
と
抱
か
れ
た
城

跡
は
、
 一
巾
の
墨
絵
そ
の
も
の

で
あ
る
。
 

往
古
は
、
先
住
民
の
チ
ャ
シ

で
あ
っ
た
よ
う
で
、
今
で
も
時

折
、
縄
文
土
器
の
破
片
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

興
国
二
年
二
三

六
一
年
）藤

原
藤
房
が
安
東
氏
よ
り
譲
り
受

け
、
玄
武
館
と
し
て
築
城
し
、
 

数
代
続
い
た
が
、
津
軽
統
一
の

た
め
津
軽
為
信
に
政
め
ら
れ
、
 

天
正
十

一
年
六
月
（

一
五
八
八

年
）
落
城
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
 

由
緒
あ
る
城
跡
の
悲
し
さ
を

さ
そ
う
風
景
は
、
私
の
自
賛
す

る
古
郷
十
景
の
ー
つ
で
あ
る
。
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第23回みんなの消費生活展 

レ期問 10月 5 日（土）・ 6 日（日）・ 7 日（月） 

レ場所 ショッピングデパート丸友 6 階催事場 

レ時間 午前10時～午後 6時30分 

試飲コーナーを始め、いろんなコーナーがありますよ。 

 

            

  

予
備
自

衛
官
と
し

て
 

防
衛
庁

長
官
か

ら
表

彰
 

市
内
沖
飯
詰
出
身
秋
田
恭
悦

氏
は
、
自
衛
官
退
職
後
、
予
備

自
衛
官
と
し
て
年
一
回
（
五
日

間
）
の
訓
練
に
、
三
十
年
間
連

続
参
加
し
、
優
秀
な
成
績
を
収

め
ら
れ
、
平
成
三
年
七
月
三
十

日
、
国
務
大
臣
防
衛
庁
長
官
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

 

引揚者の皆様へ 
●先の大戦の終戦に伴い本邦以外の地域から弓I 

揚げてこられた方で、「引揚者等に対する特別

交付金の支給に関する法律」（昭和42年法律第 

114号）による特別交付金を受給された方に、 

内閣総理大臣名の書状を贈呈いたします。 

●請求は、 9 月 2 日（月）から平和祈念事業特別基

金で受けイ寸けます。 

（請求書類は、基金及び都道府県・市町村など

の窓口に置いてありますJ 

●請求・お問い合わせ先 

平和祈念事業特別基金 業務第二課 

〒 112 東京都文京区大塚5-3-13 

廿 O3-3945-47O3 ・ 4707 

川 

川
柳
岩
木
吟
社
 

珍
ら
し
い
銘
菓
に
祖
母
の
茶
が
 

入
り
 

北
 
歩
 

よ
く
出
来
た
嫁
に
子
が
無
い
泣
 

き
ど
こ
ろ
 

ふ
み
を
 

ラ
イ
オ
ン
の
弱
点
蟻
は
耳
を
噛
 

み
 

彩
 
人
 

男
と
女
樹
海
い
よ
い
よ
深
く
な
 

る
 

枯
 
葉
 

ど
っ
ち
に
も
い
い
顔
を
し
て
主
 

義
が
な
い
 

一
 
閃
 

死
顔
を
覗
い
て
過
去
を
み
な
赦
 

す
 

し
げ
る
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私
の
風
景

l
-Z}、が
好
き
で
す

③ 

岡

田

晴

正

さ
ん

(市
内
飯
詰
字
石
田
一
八

0
1
二
)

「
城
跡
展

望」

附
子
を
聞
け
た
時
、

視
界
が

広
が
る
之
同
時
に、

想
光
が
部

尾
。
杯
に
と
び
こ
ん
で
く
る
。

何
ん
と
も
一
乏
い
難
い
、
す
が
す

が
し
さ
に
浸
る
。

緑
濃
い
木
の
山
か
ら
、
山
川
柿

の
城
跡
が
一
日川
く
そ
び
え
て
い
る
。

そ
の
周
同
が
山
々
に
凶
ま
れ
て

い
る
の
で
、

山
城
の
面
影
は
、

ま
こ
と
に
美
し
い
。

問
季
折
々

の
変
化
に
彩
ど
ら
れ
る
城
跡
は
、

あ
き
る
こ
と
が
無
い
。

特
に
、
霧
の
小
の
城
跡
は
、

兵

っ
た
越
が
あ
る
。
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
生
え
て
い
る
老
松
が
、

少
の
よ
う
に
浮
び
、
周
聞
の
山

々
や
党
珠
山
脈
が
、
時
折
山
影

を
の
ぞ
か
せ
て
、
そ
の
腕
の
小

に
、
す

っ
ぽ
り
と
抱
か
れ
た
城

跡
は
、

一
巾
の
品
絵
そ
の
も
の

で
あ
る
。

往
古
は
、
先
住
民
の
チ
ャ
シ

で
あ
っ
た
よ
う
で
、
A
F
で
も
時

折
、
制
文
仁
川
市
の
舷
片
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

興
国

4

一午
(
ゐ・

一L

ハ
一
年
)藤

原
雌
房
が
安
点
氏
よ
り
譲
り
受

け
、
玄
武
館
と
し
て
築
城
し
、

数
代
続
い
た
が
、
沖
軽
統
.
の

た
め
津
軽
為
信
に
政
め
ら
れ
、

天
正
卜

一
年
六
月

ご

尺
八
八

年
)
落
城
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

由
柿
あ
る
城
跡
の
悲
し
さ
を

さ
そ
う
風
景
は
、
私
の
円
貸
す

る十
円
郷
ト
対
の
一
つ
で
あ
る
。

第23阿みんなの消費生活展

[>期間 10) 1 5 I1 (仁)・611 (口)・711(Jl)

[>場所 ショ y ヒングデパート丸友 6階{握手場

[>時間 午 liijlO時 ~午後 6'''1'30分
試飲コーナーを始め、いろんなコーナーがありますよ

予
備
自
衛
官
と
し
て

防
衛
庁
長
官
か
ら
表
彰

市
内
沖
飯
山
一山
山
勾
秋
山
恭
悦

氏
は
、
れ
衛
官
退
職
後
、
予
備

門
衛
ー
と
し
て
年

8

川

(パ
日

間
)
の
訓
練
に
、
7

・卜
年
間
述

杭
参
加
し
、
優
秀
な
成
紡
を
収

め
ら
れ
、

Jr成
A

S

A

作
中
仁
川

A

三
十

日
、
同
政
M
L
人
臣
防
衛
庁
長
~
円
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

-先の大ij淡の終戦に伴い本邦以外の地域からづ|

掛け、てこられた )Jで、「引制行手に対する特別

交付金の支給に閲する法作J (昭和42作法flt~1

114η)による 特別交付合を受給された }jに、

内閣総土史大臣名の ."~状 を JI将 rl~ いたします 。

• ~ I'Í求 は、 9J]2fl(J1)から、l王手11祈念 'Jc業特別)，1<

金で受け付けます。

( ，1，'1求山知は、法令及 び 都道府県 ・rlilUJ村 など

の窓r'"こ円い であります。)

・請求・お11:1~、合わせ先

、J1-和祈念 事業特別J去令業務第 一二課

干 112 !-I，U;C打15文京区大塚5-3-13

ft03-3945-4703・4707

引揚者の皆様ヘ

困

きE川
柳
岩
木
吟
社

珍
ら
し
い
銘
菓
に
祖
母
の
茶
が

入
り

Jヒ

歩

よ
く
出
来
た
嫁
に
rrが
無
い
泣

き
ど
こ
ろ

ふ
み
を

ラ
イ
オ
ン
の
弱
点
蛾
は
耳
を
噛

み

彩

人

%
と
ん
且
樹
海
い
よ
い
よ
深
く
な

る

キ~i

見さ

ど
っ
ち
に
も
い
い
創
を
し
で
主

義
が
な
い

!うc]

死
頗
を
覗
い
て
過
去
を
み
な
赦

す

し
げ
る
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平成 3年（1991年）9 月1H目 	 広報ごしょがわら 	 （第743号）⑧ 

親子で“『目イ，, 
親了が 糸者に交i!Ul」趣【こトシイ、 考えるイべ 

ン トが開かれます。 

レ参加者 親（免許所持者） 子供（小学生） 

親子を一組として50組（先着順） 

レ内容 親は自動車、子供は自転車による実地 

試験。 学科試験は親子共通問題。 

実地と学科の合計点で、上位者を表賞、参加 

者全員に参加賞をフpレゼン トします。 

レ日時 9 月29日（日）午後 1日寺 

ン場所 五所川原中央自動車学校 

レ申し込み 五所川原警察署（廿35-21 41）及び 

各駐在所、市役所総合サービス課（内線282) 

一 青森放送五所川原支局（廿3511QQ9\ . 	11 r-1,J人  .I◇ LI.  f I"I 刀、  _X. '"J 、一JU A *JO C, 

和裁技術講習会 
県婦人就業援助センター 

和裁の初歩から、 L級程度まで、 各自の技術 

に応じての講習でトす0 

レ内容 初級向（単衣の仕立） 

上級向（コートの仕立） 

レ期間 10月16日～11月21日 （20日間） 

午前10時～午後 3 時30分 

レ募集人員 15名 

レ受講料 無料（ただし、材料費は fI己負担） 

レ会場 五所川原市働く婦人の家 

レ用意するもの 和裁用具、筆記用具、昼食 

レ申し込みと間合わせ 五所川原市新町33-1 

五所川原市働く婦人の家内 青森県婦人就業 

援助センター五所川原駐在所か35-8898佐々木 

市民秋まつり 

レ日時 	半成 3 年 9 ) j 22H 、 I I) 午前IOU寺30分 

レ場所 狼野長根公園野外ステージ 

（雨天の場合は、勤労者野外活動施設センタ 

ーハウス） 

レプログラム 

〇西北五民族芸能フェア 午前10時30分 

〇音楽コンサート 午後 1時 

・内山善雄ジャズフォーラム 

・青森ベンチャーズ‘・竜神太鼓 

〇特別ゲスト 斎藤 マ台 

総合司会 野津こうへし、 

レ主催 五所川原観光協会 

二~ 

10月は全国ー斉 

薬物乱用事犯取締り強化月間です 

「白い粉」の撲滅にこ協力を” 

」白い粉」に関して、目にしたり、 

耳にされたときは、どんな、さ細な

情報でも最寄りの税関へ通報して下

さし、 

密輸110番 0177-34-0780 

青森税関支署 

わが生命 たくすベルトと ヘルメットー~ 

秋の全国交通安全運動 

実施期間 3年9月21日～3年9月30日

秋の全国交通安全運動の重点 

1．若者による無謀連転の追放 

2．シートベルト・ヘルメット着用の徹底 

3．違法駐車の締め出し 

、 	 ノ 

お年寄り やさしく手をかす 思いやり 

高齢者交通安全旬間 

平成3年9月11日困～9月20日岡 

平成 3年(1991年)9月15日 広報ごしょがわら (第743号)⑧

親子で“長号イ"
親 チが一緒に交通 問題にトライ、考えるイベ

ントが聞かれます。

[>参加者 親 (免許所持者) rイ共(小学生)

親子を一組として50組(先者)1国)

[>内容 親は臼動車、 .h共は 円転車による実地

試験。学科試験は親子共通問題。

実地と学科の合計点で、上位省を表社、参加

者全員に参加賞をプレゼン卜します。

[>日時 9月291::l(日)午後 1時

[>場所 五所川原中央1'1動車下校

[>申 し込み Ji所川原讐察署 (ft35-2141)及び

各駐在所、市役所総合サ ピス説(内紛{282)

青森放送 [i_JI，山 11原支局 (宮 35-1382)

和裁技術講習会
県婦人就業援助センター

平日裁の初歩から、上級稗度まで、各 (1の技術

に応じての講習です。

[>内容 初級向 (1礼次のf1:改)

t級向 (コー トのf1:立)

[>期間 10月16口-]1月 21日 (2011問)

午前10時~午後 3/1お0分

[>募集人員 15名

[>受講料 無料(ただし、材料費は (1己負}11)

[>会場 五所川原市働く!rrl}人の家

[>用意するもの 和裁用具、筆記月l共、仕食

[>申し込みと間合わせ Ij_所川原市新~lr33 - 1

Ji..所川原市{!li)Jく婦人の家内 泊二森県!rrll人就1芝
居助センタ -fi所川原

|市民秋まつり |
じ〉 日時 平成 3年 9月22円(日)午前10時30分

[>場所 狼野長根公園野外ス テ ージ

(n0ノミの場合は、勤労者野外活動施設セ ンタ

ーハウス)

[>プログラム

0凶AtJi.民 族 芸 能 フ ェ ア 午前10日手30分

。 音楽 コン サー ト 午後 1n寺

・内 山';'Hitジャズフォーラム

・青森ベンチャーズ ・竜神 太鼓

o特別ゲスト 斎正案 治

総合司会野津こうへい

じ〉主催 Ii.所川原観光協会

10月は全国一斉

薬物乱用事犯取締り強化月間です

「白い粉」 の撲滅にご協力を!!

「白い粉」に関して、自にしたり 、

耳にさ れたときは、どんな、さ細な

情報でも最寄りの税関へ通報して下

さし ¥0

密輸110番 0177-34-0780 

青森税関支署

わが生命たくすべル卜とヘルメ ット一一「

秋の全国交通安全運動

実施期間 3年9月21日"'3年9月30日

|秋の全国交通安全運動の重点 |

l.若者による無謀運転の追放

2.シートベルト ・ヘルメッ卜着用の徹底

3.違法駐車の締め出し

お年寄りやさしく手をかす思いやり

高齢者交通安全句閥

平成3年9月11日(樹"'9月20日(金)
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広報ごしょがわら 	 （第743号） 

県民の森楚珠山自然観察会 
紅葉のフナ林を歩いてみましょう 

レ期日 10月20日（日）午前 9 時～午後 2 U寺 

レ場所 浪岡町大字大釈迦 青森県民の森焚珠ミ 

山 「管理事務所」 前集合 

レ内容 不火の動植物潅見察 

レ定員 先着50名 

レ対象 小学生」ノ、よ上（小学生の場合保護者同イ半） 

レ申し込み 10月 5 日（土）青森県自然保護課 

か 0177-22-1111（内糸泉3157) 

D参加料 無料 

レ持参するもの 筆記用具・雨具・弁当・水筒 

レ服装 野外活動のできる服装（ハイキングシ 

ューズ又は、長靴） 

レその他 参加者には、記念ワッペン・白然観 

察ブックを配布します。 

※昼食時には、豚汁もあります。 

10月の健康相談日 
10月 4 日、11日、18日、25日。（毎週金曜日）。 

（ただし、18日は午前中です。） 

レ時間 午前10時から午後 3 時まで。 

レ内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談 

にI」i5じますので、赤ちゃんからお年寄りまてな 

お気軽にご利用ください。 

お問い合わせは、保健環境課へ（廿内線268番％ 

五所川原コミュニティカレッジ 

講 座 開 設 
市教育委員会では本年度もまた青森職業訓練 

短期大学校のご協力により、 コミュニティ カレ 

ッジ（埋l域振興大学） を開設します。 

本講座では、実F考ミにパーソナルコンピュータ

やスーノぐー ミニコンピュータに角虫れながら、 し、 

ろいろなプログラムを作I」、くし情報処I理の実践に

挑戦します。 取り扱い方やフ叱コグラ ミ ングの基

礎について説明しますので、 コンピュータは初

めてという人も積極的にご参加ください。 

レ開設期間 10月 5 日-12月21日まで×刀 9 日間 

（午後 2 日寺～ 5 日寺まで） 

レ場所 青森職業訓練気1期大学校（市内飯詰） 

レ募集人員 20人（定員になり次第締I刀） 

レテキスト代 1 , 000P」 

レ申し込み締ti刀 9 月27日（金） 

レ申し込み先 市教育委員会社会教育課（廿⑩ 

2111番内線248番）へ。 

回数 」」 	日 講 座 内 容 

開 講 式 

1 10月 5 日 ＜パーソナルコンピュータ入門＞ 

2 10月12［」 
<BAS ICプログラミング＞ 

3 10月19日 

4 111」 9 日 <MS一DOS入門＞ 

5 11)I 1 6日 
＜市販ソフ トの活月l> 

6 一
  7 一
  

情報施設見学 

8 一
  ＜スーノぐーミニコン入門＞ 

9 '
1]
 

、ノ
］
 
 

閉 講 式 

農産物を販売します 
―味覚の秋がいつばいー 

広域新農業センター 

市民の皆さん、 お手前いーでどうぞ。 

〇りんご（つがる他） 9 月21日-10月31日 

〇く り （築波他） 9 月21日～10月 6 日I 

レ間い合せ 広域新農業センター 廿37-2104 

叫
 

,
 

, 

東北電力だより容 35-2151 

200ボルトクラブ料理教室 

200ポIルト機器を使用した、大人気の、楽し 

い料理教室です。 

レときくつ A 日程10月15日、11月19日、12月17日 

いず”れも火曜日、午前10時三～午後 1日寺 

OB 日程 10月17日、11月21日、12月19日、 

し vずれも木曜日、午前10時～午後 1時 

(A 日程B日程とも、 メニューは同じです） 

レところ 東北電力（株）五所川原営業I折 2F 

電化教室 五I折川原市田町113-1 
）教材費 1,500P](3［ロ】分） 

レ募集人員 15名程度（先着順） 

レ申し込み 10月 9 日（水）まてな 
「  
~婦人と電気の会秋季作品展 

レとき 平成 3 年 9 月27日（劃-29日（日） 

10: 00-17 : 00（ただし29日は15 : 00まで’) 
レ場所 丸友デパート 6 階 催事場 

墨絵、 ちぎり絵、手芸などの作品を展示い 

たします。 ぜひ、 ご覧ください。 

レ事務局 五所川原市U］町113-1 東北電力囲 
五J折川原営業所 

⑨平成 3年(1991年)9月15日 広報ごしょがわら (第743号)

県民の森党珠山自然観察会
一紅葉のブナ林を歩いてみましょ'う-

1>期日 10川2011(11)午 前 9日、干~午後 2日、子

1>場所 浪 I"，JIIIJ大下大釈迦1 147森県民の森党牒

LlI r管用事務FJi'J 前集合

1>内容 秋の1(1J，fI，'i物観察

1> 定員 先 ~!'i'50;('，

1>対象 小学生以 1'，(小，，;:ソ1.:の場合保巡行|百l作 )

1>申し込み 10川 511 (上)"了森県1'1然保池誠

宮 0177-22-1111 (内線3157)

1>参加料無料

1> 持参するもの 筆記JlU~， . 1:I:iH .弁、'i・/j<筒

1>服装 里子外活動のできる )]Il装(ノ、イキ ングシ

ユーズXは、長制t)

1>その他 参加Jすには、記念ワッペン・ 1'1然観

記モブ ックを内己イロしま -9。

※性食/1与には、 IJ~JIーもあります 。

10月の健康相談日
10川 411、 1111、 18 r 1、25110 (似迎く笹山 11)。

(ただし 、 1811は午IIIJLI'ですJ
1>時間 午前1011.¥;から午後 3/1、千ま で、。

1>内容血11:測定、以楠先手をfTめた健康1:ll.i炎
に !必 じますので、赤ち ゃんから t~.年寄りま で

お気粍に ご平IJ川 ください。

お日Jjl、合わせは、保健環境ぷへ(宮 内線268目的。

東北電力だより fi35-2151 

1200ポル空三竺ブ料理教室 |
200ボルト機出を他 IIJ した、大人気の、~し

し、料開教室です。

1>とき O A 11干'_，nO)J 1511、11)J 1911、12)J 1711 

いずれも火IINIJ、午前10/1、子~ 午後 111、子

OBllf'，!_ 10)]1711、 1J ) J 2111、12)J 1911、

いず れも木11M日、午前10/1、干~ 午後 1/1、子

(A 11平呈B 11干1とも、メニ ュー はいlじて、す)

1>ところ 京北電 )J(附 Ii.所川回日業所 2F 

五所川原コミュニティカレッジ

講座開設
di数行委t1会 で は ;jdj'.1立もまた 17森職業訓練

士'，lWJ大、j守交のご1';;1))Jにより、 コミュニティカレ

y ジ (上也J或JKi}l.!-大γ:) をIHJ.l交します。

+，i ，l'~Hそでは、実際にハーソナルコンヒュータ

や ス ー ハ ー ミ ニ コ ン ヒ ュ ー タ に角1!れ な が ら 、 い

ろいろなフログラムを 1'1'1/)(，し↑J;報処L土lJlの'j:;h'xに

JJtiii民 します。 取り-t投 い )jやフログラミンクの)，~

礎について ，g~II)J しますので 、 コンピュータは初

めてという人も刷版的 に ご参加lくださし、。

1>開設期間 10)j 5 11- 12川 2111までの 91 JlIrJ 
( '1二後 2/1、子- 5/1、千まで)

1>場所 ，'，-: 1気判業，j)l刷!J;'，lH!J大"i:校 (，f'i内似.{，'i)

1>募集人員 20人(定Llになり次第締切)

1>テキストイミ 1.0001' J 

1>申し込み締切 9川2711(令 )

1>申 し 込 み 先 di教育委Ll会社会教育課 (告。

2111孫一|人l総 248需) へ 。

回数

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

)1 fl 議座内容

開講式

10トJ5日 くパーソナ ルコンピュータ入門>

10月12JI 
< BASICフログラミング>

10)11911 

llJJ9日 < MS-DOS入門>

11)11611 
< 市l仮ソフト の活用>

11月3011

12月 711 情報施設見学

12Jl1411 
<ス一八一ミニコン入門>

12)12111 

! 泊議 式

農産物を販売します
-昧覚の秋がいっぱい-

広域新農業センタ一

市民の刊さん、お悩il、でどうそ。

0 りん ご(つがる他 ) 9/j21IJ- 10)j3111 

0 く り(築波他) 9) J 2111- 10川 611， 

じ〉 問い合せ 広 域 新 民 業 セ ン タ - ft37-2104 

'心化教::f~ II，所川IJ;frI i川凹fl13-1

1>教材費 1，5001' J (3 1"1分)

1>募集人員 151ノz目度 (先行11阪)

1>申し込み 10)]911(本)まで

方 人と電気の会秋季作品展l
1>とき 予 成 3fド9)J2711(-:i))-2911(日)

10 : 00-17 : OO(ただし 2911は 15: 00まで)

1>場所丸友デパート 6階催事場

墨絵、 ちぎり絵、 子ム三さなどのイ作乍lJE日l

たします。せぜfひ、 ご122ください。

じ〉事務局 1i所川原市川町113-1 東北電力側

1I..II，斤川!点灯業所



平成 3 年（1991年）8 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第743号）⑩ 

ほけんだより 市役所 35-2 111 

この欄の問い合せ 

保健環境課 （内線268・272) 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センター 

レ受付時間 12 : 30-12 : 45まて、 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児はアンケー トと尿を小ビンに入れて持

参ください。 

※注意 ① 6 カ月ィ建康木目談にーっごうで来れなか

った場合は、神経芽細胞腫（小児がん）の検 

~ 査セッ トを、母子健康手帳を持参のうえ保健

環境課窓口にもらいにきてください。(6 カ月、 

7 カ月児に限る。） 

②病気療養中（特に伝染性の病気） のお了・

さんはご遠慮くださし、。 

月 齢 対象 児 期 日 	三 “ 内 容 

3 カ 月 児 H
 
3
6
 

年
月
 
生
 

＋
よ
 
れ
 

 

10月 8 Lllk) 健康診査 

6 ケ 月 児 
I
-!

 

コ
。
（4J
 

年
月
 
生
 
ま
 
れ
 

 

10月15日（火） 健康相談 

1 	歳 児 H
 

ワ
」
q
)
 

年

月
 
生
 

中
‘
 

れ
  

10月28日田） 健康相談 

1歳6カ月児 H
 

。
ノ一
4
'
 

年
月
 
生
 

士
小
 
れ
  

10月22日（Jく） 健康診査 

3 歳 児 S63年 
6 月生まれ 10月23[i(加 健康診査 

期 日 時 	間 場 	 所 

愛の献血 
10月 4 日 

(金) 

午前 9時30分から 

午前10時30分まで 
本町⑨かさし、駐車場 

午後 3時から 

午後 4 時まで 
対馬内科小児科医院前 

三種混合（百日せき、ジフテリア、 
破傷風）ワクチン接種 
レ対象幼児 昭和62年10月 1日から平成 3 年 

6 月30日まで’に生まれた乳幼児。 ただし生

後48カ月を経過した幼児は接種できません。 

(n期分については、昨年I期終了した幼

児に限り48カ月以 Lでも接種できます。） 

レ実施期問 

1 期 

1回目 10月16日（加・ 17日休）・ 18日（劃 

2 回目 11月13日（水）・ 14日休）・ 15日（金〕 

3 回目 12月11日（加・ 12日休）・ 13日（釘 

n 期 12月の日1 哩で接種してください。 

D実施方法 下記の医療機関での接種となり

ますので、対象者は直接医療機関で才妾種を

受けてくださし、。 

レ注意事項 接種の際は、必ず母 H建康手帳

と予防接種の間診票に必要事項を記入のう 

五所川原市食生活改善推進員会

の活動を紹介します 

食生活改善推進員は、市民の食生活改善の推 

進役として、次のような活躍をしています。 

① 「母と子の料理教室」(7 / 26) 

盛況だった母と子の料理教室 

② 「良い食生活をするために」(10/23予定） 

③ 「元気で長生きするための食事」(11 / 13予定） 

④ お、正月＊斗理（12/6予定） 

（⑤ 他、随時、各州三区で講習会を開催予定。 

保健七ンターを中心に開催していますので皆 

さんお気軽に参加してください。 

レお間し、合せ 三森苛女子（廿35-4593) 

事務たう市保健環境課（内線272) 

好評です、血葉成分献血 
この献血は予約制になっています 

期 日 時 	問 場 	所 

10月 2 日 

（水） 

午前10時から 
午後 4 時まで 

市保健センタ一 

2 階機能訓練室 

え持参してくださし、。 

実施医療機関及び受付時間一覧表 

医療機関名 
受 付 時 間 

備 	考 
午 	前 午 後 

江渡 内 科医 院 8' 30-11:50 1:30-5:00 

兼平内科小児科医院 8' 30-12 一 00 1:00-5:00 

健生病院 

五所川原診療所 
2' 00-4: 00 

10月16.18日 ll月13.15日 

12月l1.13日のみ難

電話予約をすること。 

木曜日 午後休診 

佐藤内科小児科医院 8:30-11:30 2: 00-4: 30 木曜日 午後休診 

西北中 央病 院 3: 00-3: 30 
10月17.18日 11月14.15日 
12月12.13日のみ猫を 

対馬内科小児科医院 1' 30-3:00 

冨田胃腸科内科医院 9:00-12:00 2 : 00-5: 00 木曜日 午後休診 

都谷森小児科医院 9: 00-12】00 1: 00-I: 00 

水川小児科内科医院 8【 30-12:00 1:30-5:30 木曜日 午後休診 

白生会胃腸病院 9:00-11:00 1'00-4: 00 

増 	田 	病 	院 8:00-11:00 2: 00-4 : 00 

一 好 診 療 所 10:00-12:00 2 : 00-3:00 

森 田 診 療 所 9:00-11:00 午前のみ受付 

広報ごしょがわら (第743号)⑩平成 3年(1991年)8月15日

ほけんだより市役所 35引 11

この欄の1/日u、合せ

保健環境課 (内線268・272)

乳幼児の健康診査
c>場所 rIイ保健センタ ー

c>受付時間 12 : 30-12 : 45まで

c>持参するもの 1:上[-健L).ff/帳、パ スタオ ル。

3歳 児は アンケートと jノJ<を小ピ ンに入れて持

参くださ し、。

※注 意 ① 6ヵJJ他1-li"f11.淡につ ごうで;fとれなか

った場合は、神経封:車11IJJ包)]0(( (小川がん)の柏

査セ ットを 、 lま[-健康 子/t長を持参のうえ保健

環境課窓11にも らいにきてください。(6 j) J J、

7 力 JJ ~己に ~H る 。)

①がJ気僚交，'， (午干にI-L;染YI，の引i，j-;'U のわ・[-

さんはご述ほください。

)1 齢 l

3 ヵ JI リ己

;I"f球児

ι1 3 {j'. 1 / I())I 8 1 j(火)
6 J l'主まれ i

一一ー&

ト13 fド
3 J 1生まれ 淡

淡

点

目

先

日

H

H

H

入

F

A

E

L

T

+

J
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H'.'&/人l手}小児科IXs';，しIjij

五所川原市食生活改善推進員会

の活動を紹介します

食生活改 iキ推進nは、 rll以 の 食 生 活 改i存の推

進役 として、次のような活断lをしています。

①「り と [-の料開教室J(7 / 26) 

盛況だった母と子の料理教室

@i良い食〆u;riをするために J(10 /23 I'定 )

① i )亡丸でi乏'Ieき 4る た め の 食 'FJ (11 /13予定)

ω 才-_'-，EJ J料則 (12/6I'A) 

@ 1也、随時、斜地lベでI j l\~門会を !日j作王子定。

f~l~-l:ンターを ，'，心 に 1;~Jf従 していますので坊

さんお丸t院に参加して ください。

c>お問い合せ i森敬[-(ft35-4593) 

'J~務 J"j rlif;副建王様J:JU!l!(内幸:}N272)

好評です、血竣成分献血
この献血は予約制になっています

I JfJJ 11 I 1時間 | 湯所

I 10/ I 2 11 I 午前10A、子か ら I rti保健セ ンタ-
(ノド) 午後 4時まで 2階機能訓練室

三種混合(百日せき、ジJ-:rソノJ、

破傷風)つつチン蟻種

.-・_ーも _._・_._・_会 ・・ 4・・_.. ・・.~. .ー-ー ーー ・・~' .. . ~ 色・ 4・-' _・_.'_・ム‘・・ムム争 _.与ム 4・・ム '.・ ・_・ 4ト--_・_・.ー--・・-ー・+・ーー・_._・_._・_・_'~. ._' ~・・・ a

・~一一一一一 一一 ‘ • . . 
4 

6 

え持 参してくだ、さし、。

実施医療機関及び受付時間一貫表

受けてください。 比 11/ととは00 11 ∞乙旦と∞| I ¥ 
十注意事項 接極の|際は、必ず吋[-位以子l険 じ H 竺 H，i 附 /C∞ 12∞ 2∞t∞| I ! 

t と 予防接栂の 川診票に必要'jCf兵を記入のう |議日 診 療 附 I9: 00 11 ∞| 一一 |午前のみ受付 |; 
'~'-'~ーー一ー-ーー干~.~.~-~一一一一ムム一 一一一+ー+ー一ー一一一J

じ〉 対象幼児 lI(j和62{ド10川 1"から、|勺U(3 {I三

6 Jl30 r 1までに性まれた乳幼児。 ただし午

後48ヵJJをキ壬iめしたま:))リ己は:tt開 できません。

( [1則分 については、 111;{ド 1WJ終 fした幼

児に限り 48ヵJJ以上でもf泉純できます。)

c>実施期間

I1"111 I 10) J 1611休)・1711(村 ・18附|

21"111 I 11)1 1311(本)・141i(村 151附|
3l"IIJ I 12J 1川|刷 ・1211(本)・13肌匂|

12J 1の11紅で彼純 してくどさし、。 1

c>実施方法 ド記の医療機|対での接的となり

ますので、対象お は直接医師機関で抜極を

ド一山一叩

山
山
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